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詣　〟aリTeia即ちmanteia (mode of divination)を付け造られたものだo　　　　　　　石
★　医学分野では、もっぱら解剖学を中心にこの「舌」が強調されて、関連する多くの専門語を生んで〕
lI　いる。因に、 glossodynia (舌痛)、 glossolalia (舌語)、 glossopathy (舌疾患)、独語Mikroglossie (
訂　倭小舌)等。 「言語」の意味では、 glottology(言語学)の他、 manyの意のpolyを付けてpolyglot　苗





















































































































































































古 医 書 へ の ご招 待
l 西洋薬物学苦の嘱矢 -
石　黒　達　也
遠西医方名物考
宇田川榛斉著　全36冊　文政5年刊
+
医方名物考補遺
宇田川榛斉著　全9冊　天保5年刊
「遠西医方名物考」は、江戸時代に発刊された
代表的な蘭方薬物書である。 「医方名物考補退」
は、前書の迫漏を補う形で前書に遅れること12
年にして発刊された。
著者の宇田川榛斉が本書を著すに至った動機
は、榛斉の養子・擦庵が本書に記した序文(原
文では凡例となっている)に詳しいので、それ
を紹介する。
「従来、我国で西洋医学を標傍する者は、大
多数が(カスバル流外科のような)外科医であ
ったが、寛政5年(1793年)宇田川椀園が「西
説内科撰要」を公にしてからは、日本全国の俊
秀が西洋流の内科学を学ぶようになってきた。
西洋医学の病因論や治療は、すべて解剖学に基
づいているのでこれを学ぶ者はまず人体解剖学に
通じていなければならない。そこで、宇田川榛
斉は、西洋医学を学ぶ人の便ならんとして、文
化2年(1805年)解剖書・ 「医範提綱」 (銅版
図譜入り)を刊行した。この本に従って学べば、
西洋医学の基礎を身につける事が出来るであろ
う。しかし、従来西洋医学の薬物を解説した書
が塀かった為、実地臨床に際しどのような薬を
投与したら良いのか解らず、あたかも靴の裏か
ら足を掻くようなもどかしさがあった。青年学
-9-
徒の中には.処方を解説した書が無い事を理由
に西洋医学の勉学を中断する者まである。榛斉
はこのような現状を憂うるあまり、文政12年「
和蘭薬鏡」という薬物書を発刊した。西洋医学
で用いられる薬物は種類が非常に多いので、こ
れらを悉く網羅する事は不可能である。そこで
本書(遠西医方名物考)では,日常臨床に必要
欠くべからざる薬物を〝いろは〝順に並らべ、
それぞれの薬効や性状について記述した。本書
に記載出来なかった薬物は後篇(医方名物考捕
過)に記す予定である。 」
この序文にも記されているように、 19世紀の
初めには西洋医学の目覚しい台頭があったにも
拘らず、実地臨床に必要な薬物書は世に出まわ
っていなかった。その意味で、本書は、西洋薬
物学の喝矢と云っても良いであろう。
著者の宇田川榛斉は,名は磯、字は玄真、榛
斉と号した。明和6年(1769年)伊勢に生れ、
生来の才能をみこんだ大槻玄沢が杉田玄白の養
嗣子に世話したが、不行跡を理由に離縁された。
後年不行跡も改まり、師の宇田川椀園(玄随)
投後、その後を継いだ。門人には、緒方洪庵、
坪井信道、箕作阪甫などの有才が準出した。子
供が無かった為、大垣藩医・江沢養樹の子・格
庵を養子に迎え、その後を継がせた。 「医方名
物考補迫が上梓された天保5年に病殻、享年66
才であった。
(産科学婦人科学教室・講師)
‥????????????
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図書館の活動(57. 4. 1-6.30)
4/12　JI P/BRS　説　明　会
4 /21　近磯北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会第6回開発委員会(奈良教育大)
4/21-23　JOIS一般研修会
4 / 23　　近畿地区国立大学図書館協議会(京大)
5 / 21　昭和57年度国立大学附属図書館事務部課長会議(東京医科歯科大)
5 / 31　第29回図書館委員会
5 / 31　第26回近畿地区医学図書館協議会例会(大阪歯大)
6 / 1　近畿北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会第7回開発委員会(京都工芸繊維
大)
6 / 4　　第5】回近畿地区国公立大学図書館協議会総会(京都教育大)　　　　　　′
6 / 15　　第6回近畿地区医学図書館協議会実務者会議(大阪歯大)
6 / 16　　第7回新設国立医科大学図書館会議(当番館高知医大)
6/17-18　第29回国立大学図書館協議会(信州大)
編集後記
◎　医学図書館に入ってまだ二ケ月。図書館に変りはないのですが、様子は相当
違っているようです。 「さざなみ」というタイトルは大変ユニークなもので感
心しています。この「さざなみ」をより充実した、又、誌名にふさわしいもの
とすべく頑張っていきたいと思っています。先生方、地域医療に責任をもつ方、
他の投稿を得ましてNa12ができ上りました。色々な方の原稿を読んでたいへん
勉強になります。今後共、諸先生方等の投稿をお待ちしております。
これからだんだんと暑くなってきます。ダウンしないように頑張っていきた
いものですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小山)
◎　今号は、佐野先生に「読書」について書いていただきました。夏休みは、日
頃読書をする時間がない人には、絶好の機会です。じっくり本を読んで、今一
度自分を見つめ直すのもいいことだと思います。図書館でも夏休みの長期貸出
を生物、医学関係以外の単行本に限って行いますo　どうぞ、ど利用下さいo
(谷垣)
滋賀医科大学附属図書館報「さざなみ」　　Nal2 1982年6月発行
編集委員　　渡辺幸子・谷垣　勲・小山靖裕
発　　行　　滋賀医科大学附属図書館　　㊦ 520 -21大津市瀬田月輪町
Tel　0775-48-2076　　Telex SGMLIB J　5464-911
-10-
′「
・「
